
丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

競技会場⑰自転車(トラック)
◆1964年大会（八王子自転

車競技場） 芝公園の新設や
後楽園競輪場使用の案があっ
たが、ロードレースと同じ八
王子市の長房町に仮設され
た。１周400㍍、直走部は幅
７・428㍍でカント度、曲走部は最大幅５
･303㍍で最大カント度スタンドは4122席
代々木選手村から㌔のため、敷地内に専用
の選手村も設けた。大会後は取り壊され公園
や住宅地となった。

◆2020年大会（有明ペロドローム） 江東
区有明に木製の自転車トラックを仮設スタ
ンドは5000人収容大会後は木製資材の再利
用や施設の移設を検討仮設整備費用などは
隣接するＢＭＸコースと合わせて億円競
技は７月日～８月４日パラリンピック(自
転車･トラック)は８月～日晴海選手村
から６㌔５分

1950年代の切手収集ブームに乗り、
年東京五輪の記念切手も完全版｢極美品｣
の状態で持っています。小学生だった
年の国連加盟記念切手以来、国内外の鉄
道や建造物、著名人、絵画、チョウなど
幅広く集めています。購入時より100倍
以上の値が付いたり、とある収集家から
私のコレクションに加わったものもあ
り、切手の運命も分からないものです。
東京五輪も年と2020年のコラボシート
が出ればブームが再燃するのではと期待
しています。 （写真）

◆宮本大輔（みやもと
・だいすけ）1999年（平
）４月日、山口県生
まれ。大島小４年で陸上
クラブ・徳山ＲＣコネッ
トに入る。今年５月に
秒の中学新記録、８月
の全国中学校体育大会は
100㍍と200㍍の２冠。家
族は両親と妹。171㌢、
㌔。

可能性を秘める。ム入りも期待される。
歳の「ジェット桐生」よ
り３歳若い歳は無限の

秒を考えれば「スーパ
ー中学生」だ。宮本は
歳で迎える東京五輪につ
いて「走れるように頑張
りたい。予選を突破して
準決勝で世界のトップと
勝負したい｣と意気込む

小学１年で野球を始
め、同４年で地元の陸上
クラブ入りし、中学から
陸上に専念している。今
後は日本代表リレーチー

参考記録も秒で優勝
した。

伊東浩司氏が年月
に秒を出した４カ月
後に生まれた。桐生の中
学３年時のベスト記録

学新記録を
出した。
年に日吉克
美（静岡・
修 繕 寺 中
学）が出し

た記録を０秒も更新。
８月の全国中学校体育大
会では追い風２・８㍍の

中学記録秒

歳宮本大輔
山口・周陽（しゅうよ

う）中学３年の宮本大輔
（）は５月日、追い
風１・５㍍で秒の中

う」。
◆伊東浩司（いとう・

こうじ）1970年（昭）
１月日神戸市生まれ
報徳学園高―東海大―富
士通。年月に秒
の日本記録をマーク。
年シドニー五輪は100
㍍、200㍍で準決勝に進
出。日本陸連短距離部長
を２年間務め、今年月
に退任した。

スト９秒台の選手が並ん
でいて気後れした。正直
無理かな、というのが頭
をよぎった」。準決勝１
組７着に終わった。
日本初の９秒台は五輪

決勝への通過点。ファイ
ナリストへの道はそれほ
ど険しい。「ここ数年で
秒０台を出す選手が何
人も出てくるか、と言わ
れるとそうでもないだろ

厳しい。準決勝に残った
としても中身が必要」。
過去の五輪で２次予選落
ちに相当する予選番～
番の選手も準決勝に残
るからだ。
持ちタイムも重要にな

る。伊東氏は年シドニ
ー五輪で準決勝進出。
年のアジア記録秒を
持っていたが「スタート
リストを見た時に自己ベ

五輪の決勝は吉岡の時
代は６人、現在は８人。
最も大きな壁は準決勝
だ。年ロンドン五輪は
準決勝３組＝合計人で
争った。「私が出たシド
ニーは準決勝２組で
人。今は人数が多くなっ
た。予選タイムが人の
中で６番～番だった
ら、決勝に向けて勝負で
きる。ただ番以下では

生の可能性
を占った。
「本気で決
勝を狙うな
ら、リオ五
輪は避けて

通れないチェックポイン
ト。リオでまず準決勝に
残れなければ厳しい」。

日本記録秒

伊東浩司氏

秒の日本記録保持
者伊東浩司氏（＝甲南
大准教授）が、年東京
五輪でファイナリスト誕

鉛
筆
喜
び
熱
中

「
暁
の
超
特
急
」
は

年
５
月

５
日
、
静
か
に
そ
の
歩
み
を
止
め

た
。

年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
決
勝
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
て
か
ら

年
。
が
ん
に
よ
る
闘
病
生
活
を

終
え
て
、

歳
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
臨
終
の

場
に
立
ち
会
っ
た
吉
岡
の
お
い
で
あ
る
春
日
貴

紘
（
た
か
ひ
ろ
）
氏
（

＝
写
真
）
は
、
希
代

の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
の
心
残
り
を
聞
い
て
い
る
。

「
一
体
わ
し
は
何
だ
っ
た
の
か
。
五
輪
で
決
勝
に
出
た
の
は

何
年
前
の
話
か
。
一
代
を
か
け
て
、
後
輩
を
指
導
し
て
何
十
年

た
っ
て
も
、
自
分
の
記
録
が
ま
だ
破
ら
れ
ん
。
自
分
の
教
え
子

が
自
分
を
飛
び
越
え
て
く
れ
る
か
ら
、
指
導
者
を
や
っ
た
意
味

が
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
陸
上
に
一
生
を
さ
さ
げ
て
、
指
導
し
て

き
た
意
味
が
あ
る
」

１
９
０
９
年
６
月

日
、
島
根
県
出
雲
市
湖
陵
町
。
吉
岡
は

１
１
０
０
年
以
上
も
続
く
彌
久
賀

（
み
く
が
）
神
社
（
写
真
❶
）
の
宮

司
で
あ
る
「
春
日
家
」
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
小
学
校
１
年
の
時
に

か
け
っ
こ
で
１
着
。
賞
品
で
鉛
筆
を

も
ら
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
走
り

に
熱
中
し
た
。
あ
ま
り
の
速
さ
に
仲

間
か
ら｢
馬｣

と
呼
ば
れ
た

小
学
校

卒
業
を
機
に
同
市
内
の
神
職｢

吉
岡
家｣

の
養
子
と
な
っ
た


陸
上
を
志
し
、
杵
築
中
学
校
（
現
大
社
高
校
）
―
島
根
師
範

学
校
（
現
島
根
大
教
育
学
部
）
―
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
筑

波
大
）
と
進
学
。

歳
で
最
初
の
五
輪
に
臨
ん
だ
。
準
決
勝
１

組
で
３
位
に
入
り
当
時
６
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
た


決
勝
で
も
前
半
は
先
頭
を
走
っ
た
。
優
勝
し
た
エ
デ
ィ
・
ト
ー

ラ
ン
（
米
国
）
の
愛
称
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト･

エ
ク
ス
プ
レ
ス(
深

夜
の
超
特
急
）
」
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
「
暁
の
超
特
急
」

は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

最
速
ス
タ
ー
ト

走
り
の
特
長
は
、
世
界
最
速
を

誇
っ
た
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
。
身

長
１
６
５
㌢
は
当
時
で
も
小
柄
だ
っ
た
。
春
日
氏
に
よ
れ
ば
、

足
の
裏
に
土
踏
ま
ず
の
部
分
が
な
く
、
走
る
と
ぺ
ち
ゃ
ぺ
ち
ゃ

と
音
が
響
い
た
と
い
い
「
決
し
て
ス
マ
ー
ト
で
は
な
か
っ
た｣



努
力
と
研
究
を
重
ね
て
編
み
出
し
た
の
が
、
爆
発
的
な
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。
両
足
の
つ
ま
先
を
内
側
に
向
け
て
「
ハ
」
の
字
に

し
て
、
左
、
右
、
左
と
３
歩
踏
み
出
す
。
前
傾
姿
勢
を
と
り
、

体
が
前
に
倒
れ
る
直
前
に
足
を
出
し
て
、
推
進
力
に
変
え
る
。

「
足
の
回
転
を
速
く
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
の
が
吉
岡
の
説

だ
が
、
並
大
抵
の
筋
力
で
は
体
を
支
え
ら
れ
な
い
。

故
郷
の
湖
陵
総
合
公
園
に
は
吉
岡
の
銅
像
（
同
❷)

が
あ
る


ス
タ
ー
ト
の
飛
び
出
し
を
か
た
ど
っ
た
も
の
だ
。
２
０
０
３
年

の
作
製
時
に
は
現
役
時
代
の
写
真
を
基
に
し
て
、
島
根
大
の
陸術

し
て
治
せ
ば
、
ま
だ
行
け
る
と
思
え

た
。

年
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
出
場
も
な

ら
な
か
っ
た
が
、
や
め
よ
う
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
自
分
に
は
体
に
染
み
こ
ん

だ
背
負
い
投
げ
が
あ
る
。
そ
の
宝
物
を

生
か
す
体
を
ど
う
作
る
か
。
そ
の
課
題

が
常
に
あ
る
か
ら
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
落
ち
な
い
。

先
月
は
左
膝
の
手
術
を
受
け
た
。
来

年
初
め
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
来
春
に
は

柔
道
の
稽
古
も
再
開
で
き
そ
う
だ
。
６

年
後
の
東
京
五
輪
に
は
何
ら
か
の
形
で

か
か
わ
り
た
い
。
日
本
の
コ
ー
チ
な
の

か
、
海
外
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
な
の
か
。

で
も
や
は
り
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
が
一
番
い
い
。

一
の
宝
物
が
あ
っ
た
か
ら
、
柔
道
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
学
時
代
は
地
元
奈
良
県
で
ベ
ス
ト


が
最
高
。
高
校
３
年
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
初
出
場
し
た
が
、
１
勝
も
で
き
な

か
っ
た
。
軽
量
級
で
強
い
選
手
が
出
て

く
る
と
「
野
村
２
世
」
と
言
わ
れ
る
け

ど
、
自
分
か
ら
み
た
ら
、
そ
の
選
手
た

ち
の
方
が
エ
リ
ー
ト
。
だ
か
ら
逆
に
今

勝
て
な
い
人
で
も
、
強
く
な
り
た
い
と

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
あ
き
ら
め
な

い
で
ほ
し
い
。

五
輪
３
連
覇
後
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態

が
続
い
て
い
る
。

年
北
京
大
会
前
年

に
右
膝
靱
帯
（
じ
ん
た
い
）
を
断
裂
。

五
輪
出
場
権
を
逃
し
た
が
、
ひ
ざ
を
手

に
負
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
体
が
小
さ

く
、
力
も
弱
い
。
き
つ
い
日
々
だ
っ
た

が
、
唯
一
の
支
え
は
背
負
い
投
げ
だ
っ

た
。子

供
の
時
、
祖
父
か
ら
教
わ
っ
た
得

意
技
。
試
合
で
は
決
し
て
勝
て
な
い
相

手
に
、
練
習
で
は
何
日
か
１
回
だ
け
、

き
れ
い
に
背
負
い
投
げ
を
決
め
る
瞬
間

が
あ
っ
た
。
「
こ
の
技
を
磨
き
続
け
れ

ば
、
い
つ
か
自
分
は
変
わ
れ
る
」
と
思

え
た
。
未
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
唯

る
。
今
強
い
選
手
が
必
ず
し
も
６
年
後

に
出
場
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
自
分

だ
っ
て
中
学
の
と
き
は
、
五
輪
３
連
覇

は
も
ち
ろ
ん
、
出
場
す
る
こ
と
す
ら
想

像
も
で
き
な
か
っ
た
。

中
学
に
入
学
し
た
と
き
の
体
重
は


㌔
。
体
が
小
さ
す
ぎ
て
、
柔
道
の
稽
古

を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
時
期
が
あ
っ

た
。
み
ん
な
が
乱
取
り
す
る
中
で
、
ひ

た
す
ら
腕
立
て
、
背
筋
を
繰
り
返
す
。

中
学
１
年
の
と
き
は
同
級
生
の
女
の
子

野
村

忠
宏

(

)

野
村

忠
宏

(

)

自
国
開
催
の
東
京
五
輪
に
挑
戦
で
き

る
選
手
が
う
ら
や
ま
し
い
。
６
年
あ
れ

ば
、
真
剣
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る

子
供
た
ち
、
み
ん
な
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ

上
部
員
が
モ
デ
ル
を
務
め
た
。
し
か
し
体
勢
が
低
す
ぎ
て
、
大

学
生
部
員
の
筋
力
で
は
姿
勢
を
キ
ー

プ
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
鉄
骨
を

組
ん
で
上
か
ら
ワ
イ
ヤ
で
部
員
の
体

を
つ
り
上
げ
て
、
や
っ
と
吉
岡
の
ス

タ
ー
ト
姿
勢
を
再
現
し
た
ほ
ど
だ
っ

た
。

失
意
か
ら
投
身

６
位
入
賞
に
、
国
民
の
期
待
は

高
ま
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
五
輪
前
年

の

年
６
月
か
ら
８
月
の
間
に
当
時
の
世
界
タ
イ
記
録

秒
３

を
３
度
マ
ー
ク
。
し
か
し
メ
ダ
ル
を
狙
っ
た
２
度
目
の
五
輪
は

重
圧
か
ら
２
次
予
選
で
敗
退
。
失
意
の
吉
岡
は
、
日
本
へ
の
帰

路
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
身
を
投
げ
よ
う
と
し
て
、
同
僚
の
佐
々

木
吉
蔵
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
逆
境
を
乗
り
越
え
て
、

３
度
目
と
な
る

年
東
京
五
輪
を
目
指
し
た
。
し
か
し
日
中
戦

争
の
激
化
も
あ
っ
て
ア
ジ
ア
初
の
五
輪
開
催
は
流
れ
た
。

戦
火
に
消
え
た
夢
は
、
後
進
に
託
し
た
。

年
に
リ
ッ
カ
ー

ミ
シ
ン
陸
上
部
監
督
に
就
任
。
早
大
の
飯
島
秀
雄
を
鍛
え
て


年
東
京
五
輪
を
目
指
し
た
。
両
手
を
大
き
く
広
げ
て
低
い
前
傾

姿
勢
を
と
る
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
を
伝
授
し
た
。
ス
タ
ー
ト
練

習
だ
け
を
何
時
間
も
繰
り
返
し
た
。
両
手
の
指
と
頭
部
を
つ
な

い
で
脳
波
を
調
べ
て
ど
の
指
が
最
も
反
応
が
早
い
か
、
研
究
し

た
。
自
分
が
走
れ
な
か
っ
た
東
京
の
空
の
下
で
、
教
え
子
が
決

勝
を
走
る
夢
を
描
い
た
。
だ
が
飯
島
は
準
決
勝
で
敗
退
し
た
。

晩
年
の
吉
岡
は
故
郷
で
子
供
た
ち
に
陸
上
教
室
を
開
い
た


１
０
０
人
以
上
の｢

気
を
つ
け｣

の
姿
勢
を
と
っ
た
子
供
を
見

て
筋
肉
の
付
き
方
だ
け
で
足
が
速
い
子
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

た
指
導
で
は｢

回
れ
右
止
ま
れ
走
れ｣

と
号
令
を
か
け
て
反

応
を
見
る
だ
け
で
１
人
１
人
の
素
質
を
見
抜
い
た
子
供
た
ち

の
反
応
が
悪
い
時
は
指
導
者
に
向
け
て｢

回
れ
右
で
も
何
で
も


自
由
自
在
に
で
き
な
い
と
い
け
な
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

も
サ
ッ
カ
ー
で
も
い
ろ
ん
な
動
き
を
す
る
陸
上
だ
け
が
止
ま

っ
て
走
る
だ
け
で
ど
う
し
て
い
い
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
か

そ
ん

な
指
導
が
子
供
の
伸
び
る
力
を
つ
み
取
っ
て
い
る

陸
上
界
が

ダ
メ
に
な
る｣

と
怒
っ
た
と
い
う

春
日
氏
は｢

普
通
は
自
分
の

記
録
が
破
ら
れ
る
の
は
嫌
な
も
の
だ
が
吉
岡
は
違
っ
た
誰
か

が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
誰
か
に
来
て
ほ
し
か
っ
た｣



色
紙
に｢

努
力｣

吉
岡
は
色
紙
に
必
ず
「
努
力
」

と
書
い
た
（
同
❸
）
。
そ
の
理
由

は
「
私
は
走
り
に
向
い
た
足
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
こ
れ
以
外

に
な
い
」
。
夏
の
熱
く
な
っ
た
砂
浜

を
は
だ
し
で
「
火
渡
り
」
す
る
よ
う

に
走
っ
て
ピ
ッ
チ
を
速
く
し
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
前
に
は
世
界
最
強

の
米
国
短
距
離
陣
の
練
習
に
１
人
で

飛
び
入
り
参
加
。
頭
に
は
ち
ま
き
を

巻
い
た
小
柄
な
日
本
人
が
大
男
た
ち
の
間
か
ら
一
気
に
飛
び
出

し
て
い
く
姿
に
人
々
は
熱
狂
し
た
。

吉
岡
の
決
勝
進
出
以
降
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
の
山
県
ま

で
五
輪
の
準
決
勝
に
５
人
で
合
計
６
度
進
出
し
た
が
、
決
勝
に

は
届
い
て
い
な
い
。
「
暁
の
超
特
急
」
が
見
た
夢
は
、
も
は
や

か
な
わ
ぬ
夢
な
の
か
―
。
日
本
２
人
目
の
五
輪
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
誕
生
は
、
日
本
陸
上
界
の
悲
願
で
も
あ
る
。
【
益
田
一
弘
】

レ
イ
ア
ウ
ト
北
尾
洋
徳

儴儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

神
奈
川･

Ａ
Ｓ
Ａ
菊
名

梅
原
治
所
長(

)


年

月
、
メ
キ
シ
コ
と
の
３
位
決
定
戦
で
先
制
ゴ

ー
ル
を
決
め
る
釜
本
（
右
）

（
共
同
）

◆日本人選手の五輪男子100㍍全成績◆
年









































※点線以下は2000年代２予は２次予選ＤＮＳは不出場
ＤＮＰは不参加。年メルボルン以前は風の記録なし

開催地

ストックホルム

アントワープ

パ リ

アムステルダム

ロサンゼルス

ベ ル リ ン

ヘルシンキ

メルボルン

東 京

メキシコシティー

モントリオール

モ ス ク ワ

ロサンゼルス

ソ ウ ル

バルセロナ

アトランタ

シ ド ニ ー

ア テ ネ

北 京

ロ ン ド ン

選手名

三島 弥彦

加賀 一郎
山岡 慎一

谷 三三五

相沢 巌夫

阿武 巌夫
佐々木吉蔵
吉岡 隆徳
吉岡 隆徳
阿武 巌夫
吉岡 隆徳
吉岡 隆徳

吉岡 隆徳
佐々木吉蔵
鈴木 聞多
吉岡 隆徳
佐々木吉蔵
鈴木 聞多

田島 政次
細田 富男
細田 富男

潮 喬平
清藤 亨

飯島 秀雄
蒲田 勝
飯島 秀雄
飯島 秀雄

飯島 秀雄
飯島 秀雄
飯島 秀雄

神野 正英

豊田 敏夫

不破 弘樹
不破 弘樹

笠原 隆弘
大沢 知宏
栗原 浩司
栗原 浩司

井上 悟
青戸 慎司
杉本 龍勇
井上 悟
青戸 慎司

朝原 宣治
土江 寛裕
朝原 宣治
朝原 宣治

伊東 浩司
川畑 伸吾
小島 茂之
川畑 伸吾
伊東 浩司
伊東 浩司

末続 慎吾
土江 寛裕
朝原 宣治
末続 慎吾
朝原 宣治

朝原 宣治
塚原 直貴
塚原 直貴
朝原 宣治
塚原 直貴

江里口匡史
山県 亮太
山県 亮太

段階

予

予
予

予

予

予
予
予

２予
２予
準決
決勝

予
予
予

２予
２予
２予

予
予

２予

予
予

予
予

２予
準決

予
２予
準決

予



予
２予

予
予
予

２予

予
予
予

２予
２予

予
予

２予
準決

予
予
予

２予
２予
準決

予
予
予

２予
２予

予
予

２予
２予
準決

予
予

準決

着順

５

４
４

３

４

３
－
１
２
５
３
６

２
２
２
４
６
４

６
２
４

３
４

１
６
３
７

２
３
８

６

－

４
６

５
６
２
６

２
５
４
５
７

２
５
２
５

３
３
６
８
３
７

３
５
１
５
４

４
２
３
８
７

６
２
６

記録



秒４






秒９
ＤＮＳ
秒９
秒８
秒９
秒８
秒８

秒８
秒０
秒７
秒８
秒８
秒７

秒１
秒０
秒８

秒０
秒８

秒３
秒９
秒５
秒６

秒２
秒３
秒３

秒

ＤＮＰ

秒
秒

秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒
秒
秒

秒
秒
秒



クラマー氏涙流した日本銅
◇年メキシコシティー大会サッカー３位

決定戦（月日・アステカスタジアム）

日本２(２―００―０)０メキシコ
東京大会でベスト８に入った日本

は、センターＦＷ釜本邦茂、左ウイ
ング杉山隆一の２枚看板で１次リー
グから快進撃。２勝１分けの１位で
勝ち上がり、準々決勝ではフランス
を３―１で破った。地元メキシコと
メダルをかけた試合は、万観衆の
前で行われた。

世界屈指とも言われた決定力を誇る釜本が
前半に２得点。いずれも完璧なトラップから
決めたスーパーゴールだった。後半はメキシ
コの猛攻に遭ったが、ＧＫ横山謙三がＰＫを
止め、スイーパー鎌田を中心に粘り強くしの
いだ。死力を尽くした分間、銅メダルを決
めた選手たちは選手村に戻るとベッドに倒れ
込んだ。代表の特別コーチだったドイツ人の
クラマー氏は疲れ切って眠る選手を見つめて
「大和魂が今、目の前にある｣と涙を流した

◆
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
⑱
◆

豊
田
久
吉
（
と
よ
だ
・
ひ
さ
き
ち
＝

年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
競
泳
男
子
８
０
０
㍍
リ
レ
ー
金
）
五
輪
後
は
松
竹
に
入
社
、
「
豊
田
満
」
の
芸
名
で
俳
優
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
孫
の
渡
辺
健
司
も
競
泳
平
泳
ぎ
の
選
手
で
、

年
か
ら
３
大
会
連
続
で
五
輪
に
出
場
し
て
い
る

柔道男子㌔級五輪３連覇
次
回

日
水

中
川
家

礼
二
も
登
場



年
東
京
夢
の
交
通
網

次
回

日
水

中
川
家

礼
二
も
登
場



年
東
京
夢
の
交
通
網



秒の中学記録を持
つ宮本大輔（左）

東京五輪を狙う主なスプリンター

選手名

桐生 祥秀
山県 亮太
高瀬 慧
九鬼 巧
大瀬戸一馬
小池 祐貴
大嶋 健太
宮本 大輔

※は仁川アジア大会代表桐生は欠場

※
※
※

年齢

⑱



⑳
⑲
⑰
⑮

所属

東洋大
慶 大
富士通
早 大
法 大
慶 大
東京高
周陽中

自己記録

秒
秒
秒
秒
秒
秒
秒
秒

世界トップと勝負したいリオでまず準決

❶❶❷❷❸❸

伝
説
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
が
い
た
。
「
暁
の
超
特
急
」
吉
岡
隆

徳
は
、
１
９
３
２
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
男
子
１
０
０
㍍
で
６

位
に
入
賞
し
た
。
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
同
種
目
日
本
唯
一
の
五
輪

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
だ
。

年
ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
失
意
を
乗
り
越

え
て
目
指
し
た

年
東
京
五
輪
は
、
戦
火
に
よ
っ
て
幻
と
消
え

た
。
後
継
者
に
夢
を
託
し
た

年
東
京
五
輪
も
決
勝
進
出
者
は

出
な
か
っ
た
。
自
分
に
続
く
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
誕
生
を
願
っ
た

吉
岡
の
夢
は

年
を
経
た
今
も
、
持
ち
越
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

◆五輪男子100㍍の優勝者◆
年

1896
1900
1904
1908
1912
1920
1924
1928
1932
1936
1948
1952
1956
1960
1964
1968
1972
1976
1980
1984
1988
1992
1996
2000
2004
2008
2012

開催地

ア テ ネ
パ リ
セントルイス
ロ ン ド ン
ストックホルム
アントワープ
パ リ
アムステルダム
ロサンゼルス
ベ ル リ ン
ロ ン ド ン
ヘルシンキ
メルボルン
ロ ー マ
東 京
メキシコシティー
ミュンヘン
モントリオール
モ ス ク ワ
ロサンゼルス
ソ ウ ル
バルセロナ
アトランタ
シ ド ニ ー
ア テ ネ
北 京
ロ ン ド ン

選手名

トーマス･パーク
フランク･ジャービス
アーチー･ハーン
レジー･ウォーカー
ラルフ･クレイグ
チャールズ･パドック
ハロルド･エイブラハムス
パーシー･ウィリアムズ
エディ･トーラン
ジェシー･オーエンス
ハリソン･ディラード
リンディ･レミギノ
ボビー･モロー
アルミン･ハリー
ボ ブ ･ ヘ イ ズ
ジム･ハインズ
ワレリー･ボルゾフ
ヘイズリー･クロフォード
アラン･ウェルズ
カール･ルイス
カール･ルイス
リンフォード･クリスティ
ドノバン･ベイリー
モーリス･グリーン
ジャスティン･ガトリン
ウサイン･ボルト
ウサイン･ボルト

(

(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(

国 籍

米 国
米 国
米 国
南アフリカ
米 国
米 国
英 国
カナダ
米 国
米 国
米 国
米 国
米 国
西ドイツ
米 国
米 国
ソ 連
トリニ
英 国
米 国
米 国
英 国
カナダ
米 国
米 国
ジャマイカ
ジャマイカ

)

)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)

記 録

秒０
秒８
秒０
秒８
秒８
秒８
秒６
秒８
秒３
秒３
秒３
秒４
秒５
秒２
秒０
９秒
秒
秒
秒
９秒
９秒
９秒
９秒
９秒
９秒
９秒
９秒

五

五

世

五

五
世
世

世

世

世
五

※
世
は
世
界
新
記
録

五
は
五
輪
新
記
録

ト
リ
ニ
は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド･

ト

バ
ゴ

年
に
国
際
陸
連
が
電
子
時
計
の
み
記
録
と
認
め
る

◆吉岡隆徳（よしおか・たかよし）1909年（明）６
月日、島根県生まれ西浜尋常小学校で競技を始める
杵築中学校―島根師範学校―東京高等師範学校に進学。
年ロサンゼルス五輪男子100㍍で決勝に進出。秒８
で６位入賞年に秒３の世界タイ記録を３度マーク
五輪決勝進出、世界記録保持はともに日本で唯一。年
ベルリン五輪は２次予選敗退。指導者として年東京五
輪で女子㍍障害５位の依田郁子飯島秀雄らを育てた
東京女子体育大教授なども務めて年に紫綬褒章。年
５月に歳で死去。

年８月１日第回ロサンゼルス五輪の陸上男子100
㍍準決勝で快走する吉岡隆徳(右端) (朝日新聞)

年７月東京五輪前
に伊豆大島で合宿を行
う飯島秀雄(左)と依田
郁子と吉岡隆徳コーチ

「暁の超特急」といわれた吉岡隆徳のスター
ト。1930年代の撮影とみられる（朝日新聞）

 () 東京五輪 () 第３種郵便物認可 () 第３種郵便物認可東京五輪 () 


